パブリックコメント及び市民意見交換会での意見（概要）
■パブリックコメント

	意見の概要
	該当箇所
	市の考え(案)

	目標年度は25年先でなく10年程度の「総合計画」が妥当ではないか。
	長期ビジョン
	日本社会や福知山市を取り巻く自然・社会環境等の大きな変化の方向を見定めながら的確に対応した市政運営を行っていくことが必要であり、地域社会の将来をこれまでの延長線上に構想して10年先をめざしたまちづくりを考える発想を転換することとしたため、より長期的な視点にたったビジョンとしました。

	住民福祉の向上に加え、環境都市、地域産業振興、観光交流文化、情報等を含む「総合計画」へ
	基本計画
	住民福祉の向上は勿論、ご指摘の分野についても盛り込んだ基本計画となっています。

	長期計画と政策体系については全国共通化の傾向があり、他自治体との差異が無くなっているのではないか。
	全般
	過去の自治法上の総合計画策定の義務付けがあったことから、総合計画のスタイルは一定であり、差異が感じられない印象もあったかもしれません。

	仕事の本質と時代の変化への対応力を保有した行政人材を継続して育成することが重要である。
	第７章１節　施策３

	課題への対応力を強化する体制づくりを進めます。

	市民や事業者は地元に愛着を持ち、行政への参加が容易にできる仕組みが必要である。25年度の曖昧な姿より現実的な行動が求められる。
	第１章１節
	社会潮流の中でも様々な課題等への対応について指摘しています。この課題等の解決に取り組むには「市民協働」が欠かせません。第１章１節の市民協働の推進で具体的に５年間で現実的な行動をお示ししています。

	地方人口ビジョンと地方版総合戦略の策定が求められているが。
	全般
	現在、策定を進めています。この「未来創造　福知山」との整合を図りながら、一体的に運用します。

	本プラン（案）の名称のインパクトは大きいものの、改革の目的や斬新な視点、内容等が伝わらない。未来の姿の５項目についても25年先の目標とは言えないのではないか。

	長期ビジョン
	長期ビジョンについては、将来を構想し、めざす福知山市の姿を表したもので市民の皆様が共有できる共通した想いを掲げたものです。具体的には基本計画（5年間）でそのめざす姿に近づけるものとなっています。

	一般的な総合計画の基本構想・基本計画の方がわかりやすく図式化されている。（今の構成はわかりにくいのではないか。）
	全般
	長期ビジョンの内容については、審議会等でも議論いただいており、改訂の余地があります。いただいたご意見を反映し、わかりやすいものに改めます。

	今後10年間の期間計画では「何が障害のためだめなのかの事由」が伺えないが。
	長期ビジョン
	社会の大きな変化と複雑さに対応しなければならず、地域社会の将来をこれまでの延長線上に構想して10年先を目指すことが困難になったため、これまでのまちづくりを考える発想を転換することとしました。

	本プランは（案）は、対象を住民福祉のために必要な施策としているが、市政の総合的な内容を網羅しているとは言えないのではないか。
	基本計画
	基本計画は第１章から第７章で構成し、その内容は、すべての分野を網羅しているものとなっています。

	他の自治体の計画と比べて、目的の設定や意気込み、期間等に大差を感じた。
	全般
	未来創造　福知山（案）については、他の自治体のそれと比べるのではなく、今、本市が大切にしていることなどを市民と共に共有しながら創り上げたものであります。

	長期ビジョンについて、全体的にわかりにくい（文章的に）また、人口の目標と都市づくりの目標は目標でないと考えるが。
	長期ビジョン
	長期ビジョンの内容については、審議会等でも議論いただいており、改訂の余地があります。いただいたご意見を反映し、わかりやすいものに改めます。
人口については、地方創生の人口ビジョンとの関連も明確にします。

都市づくりについては、図で表現しきれないところもありますが、そこに住む住民が、地域の特徴を活かして、どの地域に住んでも満足できるような多様性あふれるまちづくりを表しています。

	基本計画において類似用語や重複表現を解消し、簡潔明瞭でわかりやすく表記されたし。
施策が104項目となっており、総花的で重点志向が伺えない。
	基本計画
	基本計画の内容については、審議会等でも議論いただいており、改訂の余地があります。いただいたご意見を反映し、わかりやすいものに改めます。

施策の多さについては、すべて必要な施策であり、欠くことができないためです。

	福知山市では中心市街地の整備が遅れている。
①空き家マップの作成

②住宅・公園・店舗などで楽しい空間を

③都市計画マスタープランをみてみたい

④中心市街地の開発プランの設計コンペを希望
	第３章１節　施策３
	中心市街地の活性化については、基本計画にもしっかりと位置付け、取り組むことが明記されています。
また、第２期「福知山市中心市街地活性化基本計画」の策定準備も進めています。

「福知山市都市計画マスタープラン」については、市ホームページよりご覧いただけます。

	日本版ＣＣＲＣ構想を取り入れた高齢者が活躍できる街づくりを提案する。
中心市街地はスローライフエリアとし、高齢者や障碍者、病人などを中心とした生活地域とする。（現役世代は郊外に誘導）良質で低家賃の住宅の提供
	第６章５節
	日本版ＣＣＲＣ構想については、第６章５節の移住・定住の促進により、都市圏より若者からアクティブシニアの移住についても取り組みを進めることとしています。
中心市街地については、第３章１節　施策３との方向性もみながら、だれもが住みよい環境を形成していくことが必要です。

	介護機器産業の実証自治体として企業と連携する。
	第６章２節　施策３
	企業誘致を促進することについても明記しており、介護機器産業の分野についても関心を持ってもらえるようにう取り組みを進めます。
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